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方法：①対象：A 健康診断センター（以下， A センター）と研究代表者らが協働して行












解熱後に健診にきた A さんに対して、健診が受けられないことを B 保健師が告げた時の
対応でクレームとなった事例である。  
















発表：第 75 回日本公衆衛生学術総会（大阪）にて発表、自由集会開催予定。  
 
 
 
 
